
　　平成２４年３月３０日（金）午後２時　玉名市福祉センター 会議室Ｂ
　に招集した。

１．本日の出席委員は、次のとおりである。

１番　寺田　誠一 ２番　東　　令佐 ３番　西川　英文 ４番　三原　一男

５番　星野　　泉 ８番　永田  達三

９番　奥村  隆一 12番　本田多美子 13番　丸山　近信

14番　田尻　敏夫 15番  西木 美津子 16番　河野　征史 17番　取本　一則

18番　粟田　　稔 19番　田上  　一 21番  堀本  義寛 22番  小路　修三

24番  吉田  道子 25番　柴原　　豊 26番  松下  善伸 27番　杉本　征子

28番　松村　毅一 29番　小澤　一成 30番　中尾　新一 31番　塚本眞由美

32番　田中　正司 33番　岡本　大助 34番　早髙　義德 35番　平野　和昭

36番  藤川  賢一 37番　石本  和成 38番　小田　　募

23番  木村    勝

１．傍聴者数は、次のとおりである。

   ０ 名

１．説明のために出席した職員は、次のとおりである。

局長　永井 正治 次長　西村　則義 主査　西山　美和 主任　宮田 正文

主任　清田 静香

１．議事参与が制限された委員数は、次のとおりである。

   ２ 名

議　題

第　１３号　農地の所有権移転許可申請について（３条許可分）

第　１４号　農地の賃貸借権設定許可申請について(３条許可分)

第　１５号　農地の使用貸借権設定許可申請について（３条許可分）

第　１６号　農地の転用許可申請について（４条許可分）

第　１７号　農地の転用許可申請について（５条許可分）

第　１８号　農用地利用集積計画の決定について

１．本日の欠席委員は、次のとおりである。

11番　嶋田  清人 20番　原口　邦弘

平成２４年第３回玉名市農業委員会総会議事録

７番　島村  隆雄

10番　坂西　孝之

６番　永田　知博



報　告

第　　７号農地の賃貸借及び使用貸借解約通知書について（１８条）

第　　８号農地の形状変更届について
第　　９号許可不要転用届について
第　１０号許可書返納届について
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１．開 会 

○事務局長（永井正治君） 皆さん、こんにちは。定刻となりましたので、開会をした

いと思います。 

その前に今日付けで定年退職となりました農業委員会事務局の立川係長から一

言皆さんにお礼を言いたいということですので、お願いいたします。 

○係長（立川芳美君） こんにちは。貴重な時間をお借りしまして一言挨拶させていた

だきます。本日をもちまして定年退職をすることになりました。先ほど辞令ももら

ってまいりました。在籍以来、農業委員の皆様方にはいろいろ頼み事ばかりで、何

のお役にも立てませんでしたが、ご協力いただきまして誠にありがとうございまし

た。感謝申し上げます。明日からはですね、一市民として残りの人生をゆっくり過

ごして参りたいと思っております。またどこかで会う機会もあるかと思いますが、

その時は気軽に声をかけてくださいませ。農業委員会の発展と農業委員さん方々の

ご健康とご活躍を祈念申し上げまして、退職の挨拶といたします。本当にお世話に

なりました。 

○会長（寺田誠一君） ただいま立川係長の方から退職のご挨拶もございましたが、伺

いますと昭和４７年から約４０年間、実際は３９年だそうでございますけども、学

校事務を火ぶたにいろんな職場をまわって最終的には私たちと一緒の道、農業委員

会にいろんな形でご指導をいただきましたことに対して、心から功績を称えまして、

感謝を申し上げたいと思います。ご主人とお二人で今回退職されるそうでございま

すので、今まで出来なかったことを謳歌しながら、明日からの余生を楽しく過ごし

ていただきたいと思いますし、また私たちも縁がありましてこういうふうな、農業

農政の中で携わってきましたので、やはり近所の委員さん、あるいはそれぞれの方々

からお知恵を拝借することがあるのかもしれませんけど、何とか私たちのお力にも

なっていただくように、どうかひとつお力をいただきたいと思います。本当にあり

がとうございました。 

○事務局長（永井正治君） それでは、開会いたしたいと思います。 

現在の出席は３８名のうち、島田委員、木村委員、原口委員、３名の方から欠席

の届が出ております。３５名の出席でございますので、玉名市農業委員会会議規則

第６条の規定によりまして会議は成立しております。 

ただいまから、平成２４年第３回の玉名市農業委員会総会を開催いたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

２．会長挨拶 

○事務局長（永井正治君） まず、寺田会長よりご挨拶をいただきまして、引き続き会

議規則第４条により議長をお願いし、進行していただきます。よろしくお願いしま
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す。 

○会長（寺田誠一君） 皆さんお忙しいところご出席いただきまして、ありがとうござ

います。ここ数日、例年の暖かさが戻ったかなという気がいたしまして、私たち天

気といろいろと向き合ってる職業の者といたしましては、この寒さ、あとはまた暖

かさというふうな気候がやはり農作物にも影響してというふうな心配しておりまし

たけども、今から先、順調な天候に恵まれるかなというふうなことを期待をしてい

るところでございます。 

それでは、早速ではございますけど、議事に入りたいと思います。本日の議案は、

議第１３号より議第１８号までの６９件と、報告２８件が提案されております。慎

重なる審議よろしくお願いいたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

３．議事録署名委員指名 

○会長（寺田誠一君） 本日の議事録署名委員は、塚本委員と田中委員にお願いいたし

ます。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

４．議 事 

○議長（寺田誠一君） それでは、議事に入ります。議第１３号、農地法第３条、農地

の所有権移転許可申請についてを議題といたします。事務局の説明を求めます。 

○事務局長（永井正治君） 議第１３号についてご説明いたします。 

議第１３号、農地の所有権移転許可申請について。農地法第３条第１項の規定に

よる下記農地の所有権移転許可申請について許可するものとする。平成２４年３月

３０日提出、玉名市農業委員会会長、寺田誠一。 

１番、津留の申請人で、申請物件が津留の畑５５９㎡他２筆、計２,４３１㎡を、

農業廃止と規模拡大による売買です。 

２番、築地の申請人で、申請物件が築地の田３０８㎡を贈与するものです。 

３番、天水町の申請人で、申請物件が天水町の樹園地５００㎡他１筆、計３,５

７２㎡を、労力不足と規模拡大による売買です。 

４番、天水町の申請人で、申請物件が天水町の樹園地８２３㎡他７筆、計５,８

４５㎡を、子へ一括贈与するものです。 

５番、天水町の申請人で、申請物件が青野の畑７,０４０㎡他１２筆、計２万４,

２２４㎡を、子へ一括贈与するものです。 

６番、立願寺、水俣市、岱明町と天水町の申請人で、申請物件が天水町の畑３４

６㎡他２筆、計３,２０２㎡を、農業廃止と規模拡大による売買です。 

７番、大浜町の申請人で、申請物件が大浜町の田４６９㎡、持ち分１０００分の
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６８５を、農業廃止と規模拡大による売買です。 

６８番、大浜町の申請人で、申請物件が大浜町の田２６０㎡、持ち分１０００分

の６８５を、農業廃止と規模拡大による売買です。 

９番、岱明町の申請人で、申請物件が岱明町の田２４７㎡を、労力不足と規模拡

大による売買です。 

１０番、天水町と横島町の申請人で、申請物件が横島町の田４７３㎡を、交換す

るものです。この案件につきましては、農地法施行令第６条第３項第２号により、

交換の場合には農業委員会の斡旋によるもので、交換の結果、相手方の経営面積が

下限面積を下回らなければ、例外的にこれを受けることができることとされており

ます。 

１１番、横島町と天水町の申請人で、申請物件が横島町の田４３２㎡を、交換す

るものです。 

以上、１１件、４万１,２３３㎡をご提案申し上げております。農地法第３条第

２項各号の禁止規定に照らし申請内容を審査しました。取得後すべての農地を利用

すること、機械、労働力、技術、地域との関係などにも問題ないこと、下限面積要

件も超えていることから、許可要件のすべてを満たしていると判断しましたので、

ご提案をいたしました。よろしくご審議をお願いいたします。 

○議長（寺田誠一君） それでは、説明が終わりました。受付番号１番より順次、担当

委員の説明をお願いいたします。 

１番から。 

○１３番（丸山近信君） 譲渡人と譲受人が親戚関係にありまして、譲渡人は農業廃止

で譲受人が規模拡大のために耕作するということです。許可相当となります。 

以上です。 

○議長（寺田誠一君） 次、２番。 

○３番（西川英文君） これは贈与となっておりますけども、実際これは神田どこでも

あると思いますけども、まつりを続けるために代表者の入れ替わりなんで、これに

は贈与と書いてありますけども、そういった事情です。許可相当と判断しました。 

○議長（寺田誠一君） 次、３番。 

○３７番（石本和成君） 譲渡人の労力不足と譲受人の規模拡大ということで、許可相

当と判断しました。 

○議長（寺田誠一君） 次、４番。 

○３７番（石本和成君） ４番、５番共に親子関係であり、子への一括贈与ということ

で、許可相当と判断しました。 

○議長（寺田誠一君） 次、６番。 
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○３１番（塚本眞由美君） 譲渡人にはですね、後継者がいないということで、農業廃

止です。譲受人は、本人さんはまだ勤め人ですけれど、先日の総会でも語りました

ように、お父様が今とても頑張っておられますので、将来退職した折にということ

で規模拡大ということで、許可相当と判断いたしました。 

○議長（寺田誠一君） 次、７番、８番は関連がございますので、続けてお願いします。 

○６番（永田知博君） ７番、８番についてご説明いたします。７番は、もともと共同

所有地でありまして、小作しておられます８０歳ということでなってますけども、

本当に現職でやっておられます。農業廃止と規模拡大で、許可相当であると判断い

たしました。 

それから、８番も同じく共同所有地だったところを小作しておられましたところ

をそのまんま買い上げるということで、これも何の問題もありませんので、許可相

当であると判断いたしました。以上です。 

○議長（寺田誠一君） 次、９番。 

○１９番（田上 一君） 譲渡人は労力不足のためで、譲受人は規模拡大のための売買、

譲受人の方はまだまだ規模は拡大したい、拡大だから、別に問題はないと判断しま

した。 

○議長（寺田誠一君） 次、１０番、１１番、これも関連です。ご説明をお願いいたし

ます。 

○２６番（松下善伸君） これは、譲受人、譲渡人、これは兄弟でございます。相続登

記時に勘違いによりまして登記されたということで、今回交換での申請があり、許

可相当と判断いたします。 

○議長（寺田誠一君） 担当委員の説明が終わりました。他にご意見、ご質問ございま

せんか。 

○３５番（藤川賢一君） 今村さんの８０歳というのは、後継者か何か、勤めか何かし

ておられますか。 

○６番（永田知博君） はい、あと５年ばかりすると息子が退職するけんということで

す。干拓の所に結構肥料も置いてあるということで、タマネギなんかをしたり、ま

だまだ現役でやっておられます。 

○議長（寺田誠一君） 他にご意見ございませんですか。はい、どうぞ。 

○１７番（取本一則君） 先ほどの神田のあれですけど、これ神田は地目が田になって、

その神田の所有者が個人なんですか。 

○３番（西川英文君） というのはですね、ここは約１０戸ぐらいのですね、地域の方々

の共有地なんですよ。共有地ではできんのですたいね、登記が。だからこういった

形でされてるそうです。 
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○１７番（取本一則君） ということは、これは、こういった借りとんなはる人たちの

農職人みたいな人のやっていきよっとですもんね。 

○３番（西川英文君） そういうことです。 

○１７番（取本一則君） ということは、これは植えよる人は所有者じゃなかっですよ

ね。全耕作者ということでしょう。 

○３番（西川英文君） そういうことです。 

○１７番（取本一則君） こがんとば神田の中で表に出てくるわけにはいかんとですか。

誰々他何名の名前で。 

○３番（西川英文君） それがでけんとですよ。 

○１７番（取本一則君） でけんとですか。 

○２７番（杉本征子君） でけんからこれは個人名義になっとるとじゃなかですか。 

○３番（西川英文君） 今回はな、その渡人がその会からもうやめるということで、そ

の代表者の自分の登記名を次の会の代表者にかえるという。だから、そのあとは今

度の所有者名義になるということです。それが事由です。 

○議長（寺田誠一君） 他にございませんか。 

(なしの声) 

○議長（寺田誠一君） 他に質問がないようですので、採決に移ります。 

農地法第３条、農地の所有権移転許可申請について、原案どおり決定することに

異議のない方は挙手をお願いいたします。 

(全員 挙手) 

○議長（寺田誠一君） 異議がないものと認め、議第１３号は許可することに決定いた

しました。 

続きまして、議第１４号、農地法第３条、農地の賃貸借権設定許可申請について

を議題といたします。事務局の説明を求めます。 

○事務局長（永井正治君） 議第１４号、農地の賃貸借権設定許可申請について。農地

法第３条第１項の規定による下記農地の賃貸借権設定許可申請について許可するも

のとする。平成２４年３月３０日提出、玉名市農業委員会会長、寺田誠一。 

１番、天水町と熊本市の申請人で、申請物件が中坂門田の樹園地４,３８０㎡を

労力不足と規模拡大により、平成２４年４月１日から５年間の契約をするものです。 

２番、天水町と熊本市の申請人で、申請物件が中坂門田の樹園地５,０５８㎡を

労力不足と新規就農により、平成２４年４月１日から５年間の契約をするものです。 

３番、寺田の申請人で、申請物件が寺田の田１,４５１㎡他１筆、計３,１０１㎡

を、労力不足と相手方の要望により、平成２４年３月３０日から５年間の契約をす

るものです。 
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４番、大浜町の申請人で、申請物件が大浜町の田２３２㎡を農業廃止と規模拡大

により、平成２４年４月１日から５年間の契約をするものです。 

５番、大浜町の申請人で、申請物件が大浜町の田２６６㎡、持ち分１０００分の

６８５を労力不足と規模拡大により、平成２４年４月１日から５年間の契約をする

ものです。 

６番、横島町の申請人で、申請物件が横島町の田１,４０９㎡を労力不足と新規

就農により、平成２４年４月１日から３年間の契約をするものです。 

７番、築地と横島町の申請人で、申請物件が横島町の田１,２２３㎡を農業廃止

と新規就農により、平成２４年４月１日から３年間の契約をするものです。 

８番、岱明町の申請人で、申請物件が岱明町の田８５９㎡を労力不足と規模拡大

により、平成２４年４月１日から１０年間の契約をするものです。 

以上、８件、１万６,４４４㎡をご提案申し上げております。 

農地法第３条第２項各号の禁止規定に照らし、申請内容を審査しました。取得後

すべての農地を利用すること、機械、労働力、技術、地域との関係などを見ても問

題ないこと、下限面積要件も超えていることから、許可要件のすべてを満たしてい

るものと判断しましたので、ご提案いたしました。よろしくご審議をお願いいたし

ます。 

○議長（寺田誠一君） 説明が終わりました。受付番号１番より、順次担当委員の説明

をお願いいたします。１番、２番、お願いします。 

○３７番（石本和成君） １番は、労力不足ということです。借人の規模拡大というこ

とで、許可相当とだと判断しました。 

２番、この人はですね、借人は今まで兄さんと一緒に農業をやっていらっしゃっ

た方で、今度経営主として新規就農ということで許可相当だと判断しました。以上

です。 

○議長（寺田誠一君） 次、３番。 

○１２番（本田多美子君） 貸人は、高齢のため労力不足、借人は相手方の要望という

ことで、許可相当と判断いたしました。 

○議長（寺田誠一君） 次、４番、５番、関連がございます。 

○６番（永田知博君） ４番、５番につきまして、ご説明申し上げます。これは、先ほ

ども議第１３号８番、次の議第１４号５番と関連がございまして、貸主、借主、先

ほどの規模拡大と農業廃止、それから 5 番は貸主の方が兼業農家で水田のほうへの

農業申請、そして片方は規模拡大で、これも何の問題もございませんので、許可相

当とします。 

○議長（寺田誠一君） 次、６番、７番。 
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○２６番（松下善伸君） ６番は、貸人の労力不足と借人の新規就農。それから７番が

農業廃止と新規就農ということですけども、これはですね、以前から小作はされて

おります。古いやつは２０年からなるという話を聞いております。今回新規就農と

いうことでですね、改めて書面で契約書を作ると。議第１５号の３、４番と関連し

まして、面積用件がありますので、許可相当と判断いたします。 

○議長（寺田誠一君） 次、８番。 

○１９番（田上 一君） １３号の９番と関連です。労力不足と規模拡大で、１０年間

の契約です。何ら問題はありません、許可相当と判断しました。 

○議長（寺田誠一君） 担当委員の説明が終わりました。他にご意見、ご質問ございま

せんか。 

○２７番（杉本征子君） ５番について、貸人が持ち分の１０００分の６８５を貸すと

いうことですので、この面積のうちの１０００分の６８５の面積だけを貸される、

と解していいでしょうか。 

○６番（永田知博君） これはですね、ハウスを貸してあるもんだけんですね、もとも

と共同所有みたいな形になっとったところを借りられるわけですね。 

○２７番（杉本征子君） だから、持ち分の分だけを借りられるわけでしょう。 

○６番（永田知博君） そういうことです。 

○事務局長（永井正治君） あのですね、２６６㎡のうちの全部で６８５で、計算する

と１８２㎡あっとですよ。それと残りの８４㎡が借人の持ち分になっとですよ。実

際にですね、借人自体がもう既に２６６㎡いっぺんに作りよんなはっとですよね。

闇作みたいな感じで。それを正式に持ち分をきちっと小作契約しましょうというこ

とで、今回借りると。 

○２７番（杉本征子君） ということは、残り分の持ち分の１０００分の３１５ですね、

その分は借人さんの所有分だから、経営面積の中にはその分入っとるわけでしょう。 

全部足せば５,０００になりますけれども、この持ち分で計算すれば５,０００にな

らんもんですからね。だから、下限面積。 

○事務局長（永井正治君） これがですね、上のほうの１３号にですね、８番ですかね、

３ページの８番、これも合計で。それと上の４番ですね、この２３２㎡と２６６㎡

と１３号の８番の２６０㎡を足して４,３４８と合計しますと５,１００㎡になるん

です。 

○２７番（杉本征子君） そうですね。じゃあ、経営面積か何かに自作地分が入ってな

かったということですか。 

○ ６番（永田知博君） 細かく見るとですね、今、田んぼになっとるところが宅地に

なると。今、家の建っとるところが田んぼになると、正式にすればちゃんと分筆し
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て登記し直さないかんけども、いろいろ諸般の事情がありますので、それが、こう

いう細かい持ち分で表記されとるわけです。 

○２７番（杉本征子君） はい、わかりました。 

○議長（寺田誠一君） 他に何かご質問、ご意見ございませんか。 

(なしの声) 

○議長（寺田誠一君） 他にご意見、ご質問がないようですので、採決に移ります。 

農地法第３条、農地の賃貸借権設定許可申請について、原案どおり決定すること

に異議のない方は挙手をお願いいたします。 

（全員 挙手） 

○議長（寺田誠一君） 異議がないものと認め、議第１４号は許可することに決定いた

しました。 

続きまして、議第１５号、農地法第３条、農地の使用貸借権設定許可申請につい

てを議題といたします。事務局の説明を求めます。 

○事務局長（永井正治君） 議第１５号、農地の使用貸借権設定許可申請について。農

地法第３条第１項の規定による下記農地の使用貸借権設定許可申請について許可す

るものとする。平成２４年３月３０日提出、玉名市農業委員会会長、寺田誠一。 

１番、天水町の申請人で、申請物件が伊倉北方の畑８６３㎡他２５筆、計２万７,

５７２㎡を、農業者年金受給に伴う経営移譲で、平成２４年４月１日から４０年間

契約をするものです。 

２番、熊本市の申請人で、申請物件が南坂門田の畑１,３３５㎡他２筆、計６,６

２１㎡を、農業者年金受給に伴う再設定で、平成２４年５月３０日から２０年間契

約をするものです。 

３番、横島町の申請人で、申請物件が横島町の田５５３㎡を能力不足と新規就農

により、平成２４年４月１日から３年間契約をするものです。 

４番、横島町の申請人で、申請物件が横島町の田２,２３８㎡を農業廃止と新規

就農により、平成２４年４月１日から３年間契約をするものです。 

以上、４件、３万６,９８４㎡を提案申し上げております。農地法第３条第２項、

各号の禁止規定に照らし申請内容を審査しました。取得後のすべての農地を利用す

ること、機械、労働力、技術、地域との関係などを見ても問題ないこと、下限面積

要件も超えていることから、許可要件をすべて満たしているものと判断しましたの

でご提案いたしました。よろしくご審議をお願いいたします。 

○議長（寺田誠一君） 説明が終わりました。受付番号１番より順次、担当委員の説明

をお願いいたします。 

１番。 
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○３３番（岡本大助君）貸人、借人は親子でございまして、農業者年金受給のための再

設定でございます。許可相当です。以上です。 

○議長（寺田誠一君） 次、２番。 

○１２番（本田多美子君） これも農業者年金受給のための再設定ということで、許可

相当と判断しました。 

○議長（寺田誠一君） 次、３番、４番。 

○２６番（松下善伸君） 議第１４号６番、７番と関連し、３番のほうが労力不足、そ

れから４番のほうが農業廃止ということで、許可相当と判断いたします。 

○議長（寺田誠一君） 担当委員の説明が終わりました。他にご意見、ご質問ございま

せんか。 

(なしの声) 

○議長（寺田誠一君） 他にご意見、ご質問ないようですので、採決に移ります。 

農地法第３条、農地の賃貸借権設定許可申請について、原案どおり決定すること

に異議のない方は挙手をお願いいたします。 

（全員 挙手） 

○議長（寺田誠一君） 異議がないものと認め、議第１５号は許可することに決定いた

します。 

次に、議第１６号、農地法第４条、農地の転用許可申請についてを議題といたし

ます。事務局の説明を求めます。 

○事務局長（永井正治君） 議第１６農地の転用許可申請について。農地法第４条第１

項の規定により下記農地の転用許可申請について意見決定するものとする。平成２

４年３月３０日提出、玉名市農業委員会会長、寺田誠一。 

１番、申請物件が山田の畑６５２㎡で、転用目的が宅地拡張です。農地区分は都

市計画法に規定する用途区域外の農地で、第３種農地と判断しております。 

以上、１件、６５２㎡を提案申し上げております。申請内容を、農地転用許可基

準すべての項目ごと適合するか否か審査いたしました結果、いずれも不都合がない

ものと判断しましたので、ご提案申し上げております。地元農業委員さん同道の上

現地調査を行っておりますので、よろしくご審議をお願いいたします。 

○議長（寺田誠一君） ただいま説明が終わりました。農業委員からの説明の前に、こ

れには始末書がついておりますので、事務局より先に始末書の朗読をお願いいたし

ます。 

○事務局（宮田正文君） ― ２番の案件について始末書朗読 ― 

○議長（寺田誠一君） それでは、担当委員のほうから説明をお願いいたします。 

○３番（西川英文君） ただいま朗読ありましたとおりです。始末書のついた案件であ
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り、関係者と十分現地で協議をした結果、許可相当と判断いたしました。以上です。 

○議長（寺田誠一君） 他にこの件について、ご質問、ご意見ございませんか。 

(なしの声) 

○議長（寺田誠一君） それでは、ご質問、ご意見もないようでございますので、採決

に移ります。 

農地法第４条、農地の転用許可申請について、原案どおり許可相当と意見決定す

ることに異議のない方は挙手をお願いいたします。 

（全員 挙手） 

○議長（寺田誠一君） 異議がないものと認め、議第１６号は許可相当と意見決定する

ことに決定いたしました。 

○職務代理者（東 令佐君） 議第１７号につきましては、９番の申請者が農業委員本

人と農業委員の同居の親族となっており、農業委員会法第２４条並びに農業委員会

会議規則第１０条の規定に基づき、議事参与の制限により退席されることになりま

すので、私が管理規則第１６条により進行させていただきます。 

― １番 寺田委員  退室 ― 

それでは、議第１７号、農地法第５条、農地の転用許可申請についてを議題とい

たします。事務局より説明を求めます。 

○事務局長（永井正治君） 議第１７号、農地の転用許可申請について。農地法第５条

第１項の規定による下記農地の転用許可申請について意見決定するものとする。平

成２４年３月３０日提出、玉名市農業委員会会長、寺田誠一。 

１番、申請物件が立願寺の畑１１㎡で、転用目的が道路拡張です。農地区分は都

市計画法に規定する用途区域内の農地で、第３種農地と判断しております。 

２番、申請物件が玉名の田３９４㎡他１筆、計５５４㎡で、転用目的は個人住宅

です。農地区分は住宅の連担する区域に近接する農地で第２種農地に該当し、申請

地の他に適当な代替地がないものと判断しております。 

３番、申請物件が三ツ川の畑８９２㎡他１筆、計１,１４６㎡で転用目的が個人

住宅及び作業所です。農地区分は中山間地域に存在する農地で、第２種農地に該当

し、申請地の他に適当な代替地がないものと判断しております。 

４番、親子関連の使用貸借で、申請物件が、横島町の田,３６４㎡で転用目的が

個人住宅です。農地部分が住宅の連担する区域に隣接する農地で、第２種農地に該

当し申請地の他に適当な代替地がないものと判断しております。 

５番、申請物件が亀甲の宅地、登記地目は田でございます。１３６㎡で、転用目

的がアパートの駐車場５台分です。農地区分は都市計画法に規定する用途区域内の

農地で、第３種農地と判断しております。 
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６番、申請物件が小島の田５５０㎡で、転用目的が個人住宅です。農地区分は、

おおむね１０ｈａ以上の一団の農地内にある農地で、第１種農地と判断しておりま

す。第 1 種農地は原則不許可でございますけれども、申請にかかる土地の周辺地域

において居住するものの日常生活上必要な施設で、集落に接続して設置されるもの

ということで、例外的に許可可能でございます。 

７番、申請物件が築地の畑５８８㎡他２筆、計２,４１０㎡で、転用目的が８棟

の建売住宅です。農地区分は上下水管が埋設された道路沿い、各築山小学校から約

３００ｍ、内科医院より約３００ｍに所在する農地で、第３種農地と判断しており

ます。 

８番、申請物件が岩崎の畑４２７㎡で、転用目的はアパートの駐車場１０台分で

す。農地区分は都市計画法に規定する用途区域内の農地で、第３種農地と判断して

おります。 

９番、賃貸借での物件で、申請物件が玉名の田３７１㎡他１７筆、計１万４,８

６１㎡で、転用目的は店舗及び駐車場です。農地区分はＪＲ新玉名駅より３００ｍ

以内に所在する農地で、第３種農地と判断しております。 

以上９件、２万４５９㎡をご提案申し上げております。申請内容を農地転用許可

基準すべての項目ごとに適合するか否か審査しました結果、いずれも不都合がない

ものと判断しましたので、ご提案申し上げております。地元委員さん同道の上、現

地調査を行っておりますので、よろしくご審議をお願いいたします。 

○職務代理者（東 令佐君） 説明が終わりました。受付番号１番より順次、担当委員

さんの説明をお願いいたします。 

○３番（西川英文君） この案件は、今先ほど許可いただきました議第１６号と同じ譲

受人で、自宅への車の進入が非常にしにくいということで、隣の方の農地を買い上

げて道路とするということで、許可相当と判断いたしました。 

○職務代理者（東 令佐君） 次、２番。 

○１３番（丸山近信君） 現地は道路沿いです。東側、北側、西側は、コンクリートブ

ロックにより土留めをし、土砂の流出を防ぐ、それから南側はＬ型擁壁を設置、と

いうことです。給水はボーリングを掘削、生活雑排水、汚水については東側前面道

路の下水道へ接続します。許可相当と判断します。 

○職務代理者（東 令佐君） 次、３番。 

○１６番（河野征史君） ここはちょうど市道が通っておりまして、市道の北側になり

ますけども、譲渡人はもともと地元の人であり、栗林の荒れ地になっております。

また、住宅が手前にできまして、先のほうが作業場になります。その作業場に行く

通路を右側につくって、そしてその住宅地に当たる場所はこの通路を通じて住宅地
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あたりになっております。また、住宅地の手前に脱水浄化槽を掘って市道と繋げま

す。何も問題ありません、許可相当と判断しました。 

○職務代理者（東 令佐君） ４番につきましては、始末書が添付されておりますので、

事務局より朗読をお願いいたします。 

○事務局（宮田正文君） ― ４番の案件について始末書朗読 ― 

○職務代理者（東 令佐君） それでは、続いて担当委員の説明をお願いします。 

○２５番（柴原 豊君） 使用借人は使用貸人の娘婿にあたり、長女が跡を継ぐという

ことで、立派な隣の水田に個人住宅を建てることになりました。周囲をブロックで

囲い、高さ６０ｃｍぐらい盛り土をします。造成中は仮囲いを設け、土砂粉塵の飛

散の被害防止に努めます。給水は実家の井戸より給水、生活雑排水、汚水は集落排

水に接続します。雨水は申請地に浸透桝を設け、オーバーフロー水について北西側

道路側溝に接続放流します。東隣にビニールハウスがありますが、ハウスより４ｍ

ほど離して１階建てと比較的低棟な計画で近隣への日照も被害は少ないものと思わ

れます。無断転用の件もありましたが、残りの区分は水田に届くということで許可

相当と判断いたしました。 

○職務代理者（東 令佐君） 次、５番。 

○３番（西川英文君） ５番、７番、８番につきまして説明いたします。 

まず５番から。これは、譲受人がアパートを経営されておりますし、その駐車場

が不足しているということで、近くに売地が出たもんでそれを購入したということ

で、５台分の駐車場だそうです。砕石を敷き、雨水は自然浸透ということだそうで

す。許可相当と判断しました。 

７番、２０８号線沿いのパイパスの近くの案件で、建売住宅を８棟売るというこ

とです。ここで周辺には住宅をつくっても被害はないと思われますし、上下水道も

近くの公道を通っておりますし、許可相当と判断しました。 

８番です。これも譲受人がアパート経営をしておりますし、この駐車場というこ

とで別会社をつくって駐車場経営をするということです。これが大体１０台分の駐

車場で、砕石を敷き雨水は自然浸透ということで、現地はこの立願寺のスイミング

クラブの近くだそうです。そのままも考えましたけども、許可相当と判断いたしま

した。 

以上です。 

○職務代理者（東 令佐君） ６番。 

○９番（奥村隆一君） 渡人、受人は親子でございます。４月から長男が小学校入学す

るため、実家の近くに土地を建てるということでございます。第１種農地になって

おりますけれども、これは不許可の例外で要件はクリアしております。給水はボー
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リング、それから雨水は計画排水は雑排水は合併浄化槽でして、雨水枡を敷地内に

設置、水路へ放流します。市道、東側と南の市道に面しておりますので、３段のブ

ロックを積んで土砂の流出を防ぎます。許可相当と判断いたします。 

○職務代理者（東 令佐君） ９番。 

○１４番（田尻敏夫君） 現地は事務局から説明がありましたように、ＪＲの新玉名駅

の南側に位置します。北側には線路を挟んで、既に用地の造成をされております。

東側、西側及び南側を農道で囲まれております。そのため、境界には縁石を設けて

北側の道路の高さまで盛り土をして、則面には芝を張るということです。敷地内に

側溝を設け、雨水に関しては側溝をつたい、調整池から施設の排水路へ流すという

ことです。上下水に関しましては、本年度中には玉名市が敷設する上下水道、上水

道より下水道と接続すると。全部平屋です。高さが６ｍぐらいありますけども、南

側に寄せて中央部に建てるということで、日照や土砂の流出やそういう被害もない

ものと思いますので、許可相当と判断しました。 

○職務代理者（東 令佐君） 担当委員の説明が終わりました。ご意見、ご質問はあり

ませんか。 

○３６番（藤川賢一君） ６番はすぐそばに家があるとか、なんかでしょうたいな。 

○９番（奥村隆一君） これはですな、一枚もんで地目は田ですけれど、これは三角定

規みたいな形状で、東側は民家が建っています。 

○３６番（藤川賢一君） そがんところじゃなかとやっぱいかんですたいな。 

○９番（奥村隆一君） 農振除外をする場合は４カ所か５カ所、やっぱり探さないかん

という、代替地ば。 

○職務代理者（東 令佐君） 他にご意見、ご質問はありませんか。 

(なしの声) 

○職務代理者（東 令佐君） ないようでございますので、採決に移ります。 

農地法第５条、農地の転用許可申請について、原案どおり許可相当と意見決定す

ることに異議のない方は挙手をお願いいたします。 

(全員 挙手) 

○職務代理者（東 令佐君） 異議がないものと認め、議第１７号は許可相当と意見決

定することに決定しました。 

― １番 寺田委員  入室 ― 

○議長（寺田誠一君） 農地法第５上の審議審議が終了いたしましたけど、２月の２９

日の前回、議第１１号の３番の案件でございますけど、保留にしておりましたこの

件について、地元との協議結果を一応報告しておきたいと思います。地元農業委員

さんよりお願いいたします。 
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○６番（永田知博君） 先月の案件で保留になってました件ですけれども、地元代表と

して、私が途中経過を報告いたします。その後ですかね、地元の区長さんはじめ近

隣の方々との間で誓約書を交わしてあったわけですね。それで、これ読みます。誓

約書、このたび私旭町区にお世話になり、住宅を建てたいと思いますので土地を売

りますが、その土地には一切廃棄物などは持ち込みません。ここに約束いたします。

平成２４年３月１１日。申請人と叔父さんと２人の連名でこういうふうに誓約書は

出してあるわけです。それで、その叔父さんと会ったときに、私も言うたっです。

これならば今の申請ではだめですよって。家を建てるのであればもう１回申請をし

直してください。それで、今度は全部あの面積は買えませんよ。それで、あとの残

地をどうしますかって言ったら、それは私が畑で借ろうたい、そういう話であった

んです。それも含めて、委員会のほうに行って申請をし直してもらわんとどうしよ

うもありませんよって言って、ああ、わかったということで今まできとったわけで

す。それで、こっちからもうそれ以上ああせい、こうせいということはもう言われ

もせんけんですね、そっでその人も住宅、家は持っとんなはっとですよ、今は持っ

てあるわけです、また新しゅう、これにはそういうふうに書いてあるんです。前回

の計画は貸資材置き場として出されたんです。向こうのほうの出方を見てからでな

いとどうしようもないと思うわけですたいね。あと、もう何か言われた時には、そ

ういうふうに申請をし直してくださいということで、事務局のほうに手続きをお願

いせんとしょうがないと思うわけですたいね。 

○事務局長（永井正治君） 前回が貸資材置き場、今回はその誓約書によりますと住宅

を建てるということで、私も今日初めてお聞きしたわけですけども、一番農地転用

の重要なところというのは計画の信憑性と資金計画というようないろんな問題があ

りますので、最終的にですね、その住宅用地としての転用ということになれば、以

前出していただいているのを、その貸資材置き場としての申請書については現在保

留にしてますけども、取下書あたりを提出いただいてですね、新たにきちっとした

個人住宅の転用として申請を上げていただくということになります。今後、またう

ちのほうにご相談に来られるかと思いますので、十分ですね、そういう信憑性を確

認した上で対応したいと思います。 

○議長（寺田誠一君） それでは、そういうことで、今後指導してまいるということで、

次に移らせていただきます。 

議第１８号、農用地利用集積計画の決定についてを議題といたします。事務局よ

り説明を求めます。 

○事務局長（永井正治君） 議第１８号、農用地利用集積計画の決定について。農業経

営基盤強化促進法第１８条第１項により平成２４年農用地利用集積計画（案）によ
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る利用権の決定等について次のとおり意見決定するものとする。平成２４年３月３

０日提出、玉名市農業委員会会長、寺田誠一。 

別紙、農用地利用集積計画（案）のとおり、玉名市長より意見を求められており

ます。１７ページから１９ページまでの３６件の集積です。所有権移転が６件の１

万４,２５３㎡、利用権設定が３０件の１０万２,８０２㎡で、合計３６件の１１万

７,０５５㎡の集積でございます。 

（事務局より別紙調査書を個々に説明） 

農業経営基盤強化促進法第１８条第３項の各要件を満たしているものと考え、ご

提案申し上げております。よろしくご審議をお願いいたします。 

○議長（寺田誠一君） ただいま事務局からの説明が終わりました。他にご意見、ご質

問ございませんか。 

○２７番（杉本征子君） １３番についてお尋ねしますが、基盤強化法では下限面積は

定めてないんでしょうか。この人の場合は原形面積がゼロで、今度３,０２１㎡だけ

借り入れされますので。 

○事務局次長（西村則義君） 基盤強化法では下限面積要件はございません。 

○議長（寺田誠一君）他にございませんか。それでは、採決に移りたいと思います。農

用地利用集積計画の決定について、原案どおり意見決定することに異議のない方は

挙手をお願いいたします。 

（全員 挙手） 

○議長（寺田誠一君） 異議がないものと認め、議第１８号は意見決定することに決定

いたしました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

５．報 告 

○議長（寺田誠一君） 続きまして、報告第７号より第１０号まで一括して、事務局の

説明を求めます。 

○事務局長（永井正治君） ２０ページをお願いします。 

報告第７号、農地の賃貸借及び使用貸借解約通知書について。農地法第１８条第

６項の規定による合意解約及び農地使用貸借解約が提出した旨の通知を受理したの

で報告します。平成２４年３月３０日提出、玉名市農業委員会会長、寺田誠一。 

今回は、２１件の解約の通知を受理しております。 

続きまして、２５ページをお願いします。報告第８号、農地の形状変更届につい

て。下記農地の形状変更届がありましたので報告します。平成２４年３月３０日提

出、玉名市農業委員会会長、寺田誠一。 

今回は、２件の届を受理しております。共に５０ｃｍ程度盛土して野菜畑として
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利用されるものでございます。 

次に、報告第９号、許可不要転用届について。下記のとおり許可不要転用届を受

理したので報告いたします。平成２４年３月３０日提出、玉名市農業委員会会長、

寺田誠一。 

今回、４件の届出を受理しております。農業用ポンプ建設３件と無線基地局建設

が１件でございます。 

次に、報告第１０号、許可書返納届について。下記の物件は、県知事許可の後に

許可書返納の届出があったので報告します。平成２４年３月３０日提出、玉名市農

業委員会会長、寺田誠一。 

１件の届を受理しております。この案件は、当初養鶏業を営んでおられており、

既存の乾燥施設が老朽化のため、新規に建設予定で許可を受けられたものでござい

ますが、諸般の事情によりまして、平成１６年に廃業をされました。そのため、今

回許可を返納するものでございます。 

以上、ご報告を終わります。 

○議長（寺田誠一君） ただいま事務局よりご報告がございました。何かご質問、ござ

いませんか。 

(なしの声) 

○議長（寺田誠一君） 質問がないようですので、本日予定しておりました議案審議と

報告を終わります。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

６．閉 会 

○議長（寺田誠一君） 慎重なる審議誠にありがとうございました。 

これをもちまして、農業委員会総会を閉会いたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

閉 会 午後２時０９分 
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以上のとおり、会議の次第を記載し、その相違ないことを証するためここに署名捺印す

る。 

 

平成２４年３月３０日 

 

 

 玉名市農業委員会会長    寺田 誠一 

 

 

 

 農 業 委 員       塚本 眞由美 

 

 

 

 農 業 委 員       田中 正司 


